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１
年
『
霞 か

城
じ
ょ
う

講
義
』
現
代
語
訳 

凡 お
よ
ソ

為 た
ル

レ

下 し
も

者 も
の

、
ａ

為 な
リ

二

上 か
み
ノ

所

 

ト
一
レ

信

 

ズ
ル

、
然 し

か
ル

後 の
ち

言 げ
ん

有

 

リ

レ

所
レ

取

 

ル

。 

一
般
的
に
、
（
立
場
が
）
下
の
者
は
、
上
の
者
に
信
頼
さ
れ
て
初
め
て
、
進
言
が
取
り
入
れ 

ら
れ
る
。 

 

為 た
ル

レ

上 か
み

者
、
為 な

リ

二

下 し
も
ノ

所
 

ト
一
レ

信

 

ズ
ル

、
然

 

ル

後
令 れ

い

有

 

リ

レ

所
レ

下

 

ル

。 

上
の
者
は
、
下
の
者
に
信
頼
さ
れ
て
初
め
て
、
命
令
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
。 

 

事
不
レ

欲

 

セ

レ

速

 

ヤ
カ
ニ
セ
ン
ト

。
欲

 

ス
レ
バ

レ

速
 

ヤ
カ
ニ
セ
ン
ト

則

 

チ

不

 

ル

レ

行

 

ハ
レ

也 な
り

。 

物
事
は
、
急
速
に
成
し
遂
げ
よ
う
と
思
わ
な
い
（
の
が
良
い
）
。
急
速
に
実
現
し
よ
う
と
求
め
る

と
、
実
行
さ
れ
な
い
の
だ
。 

 

ｂ

庸 よ
う

愚 ぐ

之 の

主 し
ゅ
ハ

必

 

ズ

無

 

シ

二

斯 こ
ノ

憂

 

ヒ

一

。 

凡
庸
で
暗
愚
な
君
主
に
つ
い
て
は
、
絶
対
に
こ
の
よ
う
な
（
急
速
に
政
策
を
行
お
う
と
す
る
）
心

配
は
な
い
。 

 

唯

 

ダ

聡
明
之
主
恃

た
の
ム

二

其

 

ノ

材

 

ニ

一

者 も
の
ノ
ミ

、 

或

 

イ
ハ

至

 

ル

二

一
旦

い
っ
た
ん

行

 

ヒ

レ

之

 

ヲ

、
不

 

ル
ニ

一
レ

有

 

ラ

レ

所
レ

顧 か
へ
り
ミ
ル

。 

た
だ
（
中
途
半
端
に
）
聡
明
な
君
主
で
自
分
の
才
能
を
あ
て
に
す
る
者
に
つ
い
て
だ
け
、 

た
い
が
い
、
ひ
と
ま
ず
実
行
し
、
（
そ
の
後
）
検
証
し
な
い
と
い
う
状
態
に
陥
る
。 

   



夫 そ
レ

知

 

リ
テ

レ

善

 

ヲ

而
欲

 

ス
ル

二

速

 

ヤ
カ
ニ

成 な
サ
ン
ト

一

者 は

、
小

人

し
ょ
う
じ
ん

之
事
也 な

り

。 

そ
も
そ
も
、
良
い
（
政
策
だ
）
と
わ
か
っ
て
急
速
に
成
し
遂
げ
よ
う
と
す
る
の
は
、
小
人
の
仕
事

（
の
仕
方
）
で
あ
る
。 

 

君
子

 

ハ

則

 

チ

不
レ

然
 

ラ

。
一
言
一
行

い
ち
げ
ん
い
っ
こ
う

、
其

 

ノ

所
レ

及

 

ブ

大

 

イ
ニ

遠

 

シ

。 

君
主
は
そ
う
で
は
な
い
。
言
動
一
つ
一
つ
に
も
、
（
そ
の
背
景
に
は
）
遠
い
将
来
へ
の
見
通
し
が 

あ
る
。 

 

ｃ

与 よ
リ
ハ

三

其

 

ノ

見

 

み
ン

二

効

 

ヲ

於
一
時

 

ニ

一

、
寧 む

し
ロ

取

 

レ

二

成 せ
い
ヲ

於
子
孫

 

ニ

一

。 

政
策
の
効
果
は
即
時
に
表
れ
る
よ
り
も
、
子
孫
の
代
に
成
果
が
出
る
方
が
よ
い
。 

 

是 こ
レ

謂

 

フ

レ

知

 

ル
ト

二

大
体

 

ヲ

一

也 な
り

。 

こ
れ
ぞ
、
政
治
の
大
要
を
知
る
（
君
主
の
考
え
）
と
い
う
も
の
だ
。 

   

下 か

民 み
ん

之
愚
、
承 う

ク
ル

レ

弊 へ
い
ヲ

之
日
久

 

シ
ケ
レ
バ

、
則

 

チ

安

 

ン
ジ

二

於
其

 

ノ

弊

 

ニ

一

、

以

 

テ

為 な
ス

レ
ｄ

無 な
シ
ト

レ

便 べ
ん
ナ
ル
ハ

二

於
此 こ

れ
ヨ
リ

一

。 

愚
か
な
下
々
の
民
は
、
弊
害
を
被
る
日
が
長
く
続
け
ば
、
そ
の
弊
害
に
甘
ん
じ
て
、
そ
れ
に
よ
っ

て
、
こ
の
現
状
よ
り
都
合
が
良
い
こ
と
は
な
い
と
思
い
込
む
。 

 

加

之

し
か
の
み
な
ら
ず

狡 か
う

猾 く
わ
つ
ナ
ル

者

 

ハ

心
知

 

リ

二

其

 

ノ

弊

 

ヲ

一

、
而

 

レ
ド
モ

口
不 ず

レ

言

 

ハ

、 

因 よ
リ
テ

以

 

テ

自 み
づ
か
ラ

恣 ほ
し
い
ま
ま
ニ
ス

レ

之

 

ヲ

。 

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
ず
る
賢
い
も
の
は
、
内
心
で
は
そ
の
弊
害
を
理
解
し
て
い
る
け
れ
ど
も 

（
敢
え
て
）
口
に
出
さ
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
自
分
で
こ
の
（
弊
害
が
あ
る
）
状
況
を
利
用
す
る
。 



今
ｅ

欲 ほ
っ
ス
レ
バ

レ

矯 た
メ
ン
ト

二

其

 

ノ

弊 へ
い
ヲ

一

、
則

 

チ

愚
者

 

ハ

狎 な
レ
テ

二

其

 

ノ

所

 

ニ
一
レ

習

 

フ

、 
而
不
レ

肯
が
へ
ん
ゼ

レ

之

 

ヲ

。 

今
、
仮
に
（
拙
速
に
決
断
し
て
し
ま
う
聡
明
な
君
主
が
）
そ
の
（
＝
現
状
の
）
弊
害
を
正
そ
う
と

す
る
と
、
愚
か
な
者
は
そ
の
慣
習
に
馴
れ
て
、
こ
れ
（
＝
変
革
）
を
承
諾
し
な
い
。 

 

狡 こ
う

者 し
ゃ
ハ

乃 す
な
は
チ

乗

 

ジ
テ

二

其
 

ノ

機
 

ニ

一

、
啗 く

ら
ハ
ス
ニ

レ

之

 

ニ

以

 

テ
ス

レ

不

 

ル
ヲ

レ

利

 

ア
ラ

。 

狡
猾
な
者
は
、
な
ん
と
、
そ
の
機
会
を
利
用
し
て
、
君
主
に
、
（
そ
の
政
策
は
）
利
益
が
無
い
と

い
う
考
え
に
誘
導
す
る
。 

 

於

 

イ
テ

レ

是 こ
こ
ニ

乎
擾 ぜ

う

乱 ら
ん
シ
テ

不
レ

成

 

ラ

矣
。 

こ
う
し
て
、
騒
乱
が
起
こ
っ
て
、
（
そ
の
政
策
は
）
成
功
し
な
い
。 

 

大
抵

た
い
て
い

維
二

持

 

シ

数
百
世
之
後 の

ち
ヲ

一

、
置

 

ク

二

国
家

 

ヲ

於
泰
山

た
い
ざ
ん

之

安

 

キ
ニ

一

者 も
の
ハ

、

如

 

シ

レ

無

 

キ
ガ

二

近
効
一

。 

だ
い
た
い
、
数
百
代
の
後
ま
で
（
体
制
）
を
維
持
し
、
国
家
を
安
泰
さ
せ
る
も
の
（
＝
政
策
）
は
、 

即
時
的
な
効
果
は
無
い
よ
う
に
見
え
る
。 

 

ｆ

以

 

テ

三

其

 

ノ

無

 

キ
ヲ

二

近
効
一

、
行

 

フ

二

之

 

ヲ

於
未

 

ダ

レ

信

 

ゼ

之
民

 

ニ

一

、 

所 ゆ
ゑ

二

以 ん

不

 

ル
一
レ

服

 

セ

也 な
り

。 

即
時
に
効
果
が
表
れ
な
い
政
策
を
、
ま
だ
（
君
主
の
こ
と
を
）
信
頼
し
て
い
な
い
民
に
命
じ
る 

の
が
（
民
が
）
服
従
し
な
い
理
由
で
あ
る
。 


